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Absorption Characteristics of Squash (Cucurbita pepo X C. moschata)
Used for Cucumber Rootstocks
Toshiaki MOTOJMA

Summary

The squash (Cucurbita pepo X C. moschata) have a special characteristics that do not cause
the bloom on the skin of fruits of cucumber when they are used for cucumber rootstocks. In Japan,
they are called “bloomless cucumber rootstocks”. In order to ascertain the nutrient absorption
characteristics of bloomless cucumber rootstocks, they were planted and tested in the specially pre-
pared culture solutions.

1) New measuring method using brightness difference was proposed to evaluate the bloom in-
dex.

2) The characteristic of bloomless cucumber rootstocks which show bloomless on the skin of
the fruit surface and susceptibleness to powdery mildew was presumed due to its nutrient absorp-
tion characteristics.

3) The @ -value which shows absorption ability of nutrients was measured and compared for
some cucumber rootstocks. The @ -value of Si for. bloomless cucumber rootstocks was particu-
larly lower than those of other cucumber rootstocks.

4) The Si absorption ability of bloomless cucumber rootstocks did not increase even in the so-
lution of high concentration of Si. Accordingly, it was concluded that the bloomless cucumber
rootstocks may have the ability to absorb nutrients selectively excluding Si.

[ Bull. Tochigi Agr. Exp.
Stn. No. 38 : 83 ~ 100 (1991)]
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キュウリのブルームレス台木用力ボチャの特性

本　島俊　明

言・

緒

1

　キユウリ果実上にブルームをほとんど発生さ

せない台木用カボチャ（ブルームレス台木）が

育成され，これに接木することによりブルーム

の極少ないキュウリ（ブルームレスキュウリ）

の生産が容易にできるようになった．このブル

ームレスキュウリは市場評価が高く，生産者も

年間を通して生産せざるを得なくなっている．

　しかし，一方，消費者サイドからは食味がよ

くないという問題や生産者サイドからは草勢が

弱い，病害に弱い，収量が低下するなどの問題

が出されている．種苗メーカーはこれらの問題

を解決すべく研究しているが，すべてを満足さ

せるブルームレス台木用品種はまだ育成されて

いない。

　栽培学的には試験研究サイドにおいて，ブル

ームレス台木カボチャの特性について研究が進

められているが，この特性のすべては明らかに

なっていない．その中で，山本らはブルームの

無機成分分析を試み，その組成中，ケイ酸が主

要である1）とし，各無機成分の台木間の溢泌液

中濃度を比較し，ブルームレス台木ではケイ酸

濃度が低い2）とした．また，三宅らはキュウリ

のケイ酸吸収について研究し，キュウリの生育

におけるケイ酸の施用効果を認める3’4）一一方，

ケイ酸のうどんこ病及びつる割病に対する効果

を認めている5）．これらのことからキュウリの

生育に対するケイ酸の重要性が示され，ケイ酸

吸収量の多少がブルームの発生程度や病害に対

する台木問の強弱に現れているのではないかと

推察される．

　そこで，筆者はブルームレス台木の養分吸収

特性について調査することにより，ケイ酸との

関係が明確になるのではないかと考え検討した

ので，結果について報告する．

　　皿　ブルーム発生程度の簡易な測定法

　ブルーム発生程度は外観的評価判定によって

行われており，客観性・統一性に乏しいのが現

状である．ブルーム発生量の数値化について山

本らが提案した方法6）はこうした点を解決でき

るものであるが簡便性に欠ける．そこで筆者は

色差計による明度差を利用したブルーム発生程

度の簡易測定法について検討した．

　1．試験方法

　1988年7月に播種したキュウリ品種　貴婦人

ニュータイプにブルームレス台木　雲竜1号と

従来台木　新土佐を接木したものを栽培し，9

月に果実を採取して，外観によりブルーム発生

度について無（0），微（1），少（2），中（3），多

（4），甚（5）の6段階の指数に分けた．次に，山

本らの方法で測定した後，ミノルタ色彩色差計

1）1〜一200bによりキュウリ果実の表面5ケ所

の明度（Ll）を測定し，同一部位のブルームを

除去した後の明度（L・）との明度差（△L）を

求めた．

　また，一方，果実中央部のトリコームをセロ

ハンテープ（市販の透明テープ：ニチバン社製）

にあて，上から軽く圧してトリコームをテープ

に付着させた．そのテープをスライドグラスに

取り付け，黒色板上において明度差（△L・：測

定値一基準値）を測定した．なお，基準値はセ

ロハンテープのみをスライドグラスに張り，測
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